
ー□罰匿霊園国璽冨岡
令和元年 11 月 2 2 日

報道関係者 各位

ながさき農林業大賞運営委員会長賞
受賞者の市長報告について

標記の件について、下記のとおり報告会を開催しますので、お知らせします。

記

1 日 時 11 月 2 8 日 (木)13:30~

2 場 所 外港庁舎 (雲仙復興事務所 2階)第一応接室 (南下川尻町 7‐4)

3 内 容 11月 9日長崎市で執り行われた表彰式にて、令和元年度ながさき農林業大
賞運営委員会長賞を受賞した、本市 3名による市長への報告

4 報告者 畜産部門< トップファーマー>

○株式会社種村牧場 (代表取締役 種村繁徳)
○有限会社塚ちゃん雲仙たまご村 (代表取締役 塚原栄志郎)

農山村地域保全部門<げんきビレッジ>

○島原農地保全広域協定運営委員会 (会長 平野俊輔)

5 別添資料 令和元年度ながさき農林業大賞表彰式次第
本市の受賞者 3名のプロフィ ル

有明海にひらく湧水あふれる 火山と歴史の田園都市 島原

担当 :島原市産業部農林水産課農林畜産班 担当 宮川
電話 :0957 ‐68‐5486

E-mail:m ‐miyagawa@city.shimabara.1g.jp

島原守護神 しまぱちん



回
ながさき農林業大賞

趣旨 地域の特色を活かした先進的な活動を展開し、成果を上げている農林業者・組織等
を表彰することにより、個々の農林業経営改善意欲を助長するとともに農林業・農村
の活力ある発展を促進する。

実施主体
主催 ながさき農林業大賞運営委員会

長崎県
協賛団体 (長崎県農業協同組合中央会、全国農業オ協同組合連合会長崎県本部、

長崎県農業会議、長崎県畜産協会、長崎県花き振興協議会、長崎県
茶業協会、西九州たばこ耕作組合、長崎県森林組合連合会、長崎県
土地改良事業団体連合会、長崎県農業経営改善ネットワーク、長崎
県青果市場連合会、長崎県市長会、長崎県町村会、NHK 長崎放送
局、長崎新聞社)

後援 長崎県生活協同組合連合会、NBC 長崎放送、KTN テレビ長崎、NCC 長崎文化
放送、長崎国際テレビ、毎日新聞社、朝日新聞社、西日本新聞社、読売新聞西

部本社

推薦部門
(1) トップファーマー (経営体 )

下記 8部門において、食の安全・安心や環境に配慮し、技術 ・経営がトップク

ラスにある認定農業者・林業者 (いずれも法人含む) を表彰する
①野菜 □果樹 □花き □畜産 □農産 □特産 ロ林産 □しまの農林業経営

(2) いきいきファーム (組織)

下記 2部門において先進的に取り組み、成果を上げている農林業者の組織 (法
人を含む) を表彰する。
□産地集団部門 □地産地消・食農部門

(3) げんきビレッジ (地域)
下記 4部門に先進的に取り組み、成果を上げており、継続的かつ今後の成長が

期待できる農林業者の組織や自治会、NPO 法人等を表彰する
□食落営農・地域営農部門 □農山村地域保全部門 □都市との交流部門
□農産加工部門

(4) 特別部門
農林業生産方式の改善に貢献した農林業関連企業、長崎県産農林産物を活用し

ている食品関連企業、生産者と消費者との相互理解の促進に取り組んでいる消費
者団体等、長崎県農林業の発展に顕著に貢献した組織及び個人を表彰する
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ながさき農林業大賞運営委員会
構 成 ′ =
- -長 崎 県
‐協賛団体 長崎県農業協同組合中央会 ‐

全国農業協同組合連合会長崎県本部
長崎県農業会議

- -長崎県畜産協会
--長崎県乾き振興協議会

- -長崎県茶業協会
西九州たばご耕作組合 ‐

--長崎県森林組合連合会ニニー
長崎県土地故‐良事業団体凌合会 .
長崎県農業経営改善ネツート

ー
ワ▲÷ク

長崎県青果市場‐連合会‐二言 --
長崎 県市長会 ニー.二 ‐
長崎県町村会 二.…
NHK 長崎放送局 ー
長崎新聞社 .- - {順不同)

後 援
長崎県生活協同組合連合会、NBC 長崎放送 :▼KTN テレビ長崎、

‐ NCC 長崎文化放送、NI B 長崎国際テレビゞ二毎日.新聞社、
‐朝日新聞社、蚤日本新聞社、読売新聞西部本社 二.(順不同)

ながさき水産業大賞運営委員会
構 成

長崎県
協賛団体 長崎県漁業協同組合連合会

長崎県信用漁業協同組合連合会
長崎県漁業士連絡協議会‐
長崎県漁協女性部連合会‐
長崎大学水産学部
長崎県市長会
長崎県町村会
NHK 長崎放送局
長崎新聞社 (i順不同)

後 援
長崎県生活協同組合連合会、.長崎県水産加工振興協会、
NBC 長崎放送、 KTN テレビ長崎、NCC 長崎文化放送、
N 工B長崎国際テレビ、毎日新聞社、朝日新聞社、蚤日本新聞社、
読売新聞西部本社、水産経済新聞社、みなと新聞九州支社 (順不同)



今窄元年度ながさき農林業大賞受賞者の方々

<農林水産大臣賞及び長崎県寿事賞>
トップファーマー
野菜部門

‐
田中一喜 様、爾中将大 様 (雲仙市)

<長崎県葬事賞>
トップファーマー

乾き部門 城川 洋様、城川ルミー様 (南島原市)
畜産部門 稲本俊郎様、稲本佑妃様 (松浦市)
しまの農林業経営部門 松崎秀利 様、松崎弘子 様 (′1・値榎町)

い きい きフ ァー ム

産地集団部門--長崎南部森林組合大村支所 様 (大村市)
地産地滴・食震部門 大地のめぐみ様 (南島原市)

げんきビレツン
農山村地域保全部門 NPO 法人 100 年の森佐世保 様 -(佐世保市)
都市との交流部門 やったろうd e高島様 (長崎市)
農産カロエ部門 ‐ 株式会社 雲仙きのこ本舗 様 (南島原市)-

- - -
′

< ながさき農林業大賞運営委員会長賞>
トップファーマー

野菜部門 , 朝長嘉裕 様、朝長お子 様、朝長卓也 様、朝長和也 様 (大村市)
〃 本多勝則様、本多幸臭様 (南島原市)
" - マルナンファーム株式会社 様 (南島原市)

果樹部門 橋田良港 様、福田美子 様 (大村市)
乾き部門 上野周ニ 様、上野登美子 様 (佐世保市)
畜産部門 株式会社種村牧場様 (島原市)

〃 有限会社 堺ちゃん雲仙たまご村 様 (島原市)
農産部門 農事組合法人 平人営農組合様 (壱岐市)
特産部門 内田 隆様、内田 裕美 様 (南島原市)
しまの農林業経営部門 柳川信行様 (壱岐市)

し・きい きフ ァー ム

産地集団部門 長崎県央農協いちご部会 南部支部 様 (諌早市)
〃 なめき き西海農協 平戸地区いちご部会 様 (平戸市)

地産地満・合農部門 勝本地区納豆生産組合 様 (壱岐市)

げんきビレッソ
集落営農・地域営農部門 農事組合法人ぴぇこば様 (波佐見町)
農山村地域保全部門 島原農地保全広域協定運営委員会様 (島原市)

<特別賃>
特別部門 木村務様 姥4世係市)
特別部門 長崎県立謙卑農業高等学校様 @束早市)



今窄元年度ながさき水産業大賞受賞者の方々

<長崎県知事賞>

魅力ある経営体部門.経営強化の部
蹟村 初婚 様、演村 弥生様 (五島市)

魅力ある経営体部門 技術・.担い手の部
城山水産 様‐(五島市) -

魅力ある漁村地域部門 ‐
鴨居瀬地区濠場保全組織 様 (対、馬市),

<長崎県漁業協同組合連合会長賞>

魅力ある経営体部門 ,経営強化の部
‐永尾 純一 様 (対、馬市 )-

魅力ぁ‐る経管体部門 技術・担い手の都
本多 政満様、本多 正様 (南島原市)

魅力ある漁村,地域部門
玉之浦漁業集落 ,様 (五島市)

<特別賞>

魅力ある経営体部門 経営強化の部
有限会社 小山水産様 (西海市)

魅力‐ある経営体部門 経営強化の都
株式会社 若宮水産様 (壱岐市)

魅力ある経営体部門 技術・担い手の都
有限会社 辻川水産様 (松浦市)
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運営委員会長賞
畜産部門 (トップファーマー)

法人名 (設立年)

鞭誓誉軽懲罰封煽 (平成27年)
在宅ひ袈旨受常漣 憲寺繋駕).

市町名 島原市

　　　　　　　　　　　　 　

　　　　　　　　馬・島原雲仙農協和牛肉牛連絡協議会

1 受賞理由の要約
(1) 県内でし、ち早く肉用牛一貫経営に取り組み、農地の利用集積による飼料自給体制の確立や

末利用資源を活用した飼料コストの低減を図り、肥育部門では粗飼料前期多給や肥育牛の
出荷ストレス軽減に努め、高い上物率を実現するなど、高い技術力を有している。

(2) 後継者とともに法人化に取り組み、経営の高度化を実現している。
(3) 長崎県JA 肉用牛部会長連絡協議会副会長 (肥育部会長)や、島原雲仙農協和牛肉牛連絡

協議会会長、宇土山土地改良区理事長、長崎県農業経営改善ネットワーク会長を務めるな
ど、地域の農業振興に貢献している。

2 経営の概要
‐ ▼ 主品目 (肉用牛一貫) ‘その他 ( ) □ 計

作付面積{頭羽数) 肉用牛繁殖 65 頭
肉用牛肥育 50 頭 ,

‐ .

▼

肉用牛繁殖 65 頭
肉用牛肥育50頭

単 収 肥育牛出荷頭数 50 頭 ." 二
▼

肥育牛出荷頭数 50‐頭
販 売 量 肥育牛出荷頭数 50 頭

- ---
肥育牛出荷頭数 50 頭

労 働 時 間
(うち雇用時間)

6,3〇〇時間
(32〇時間)

一三 6,3〇〇時間
(32〇.時間)

家族従事者数 3人 後継者の状況 :あり かつ 株式会社
家族経営協定の有無 就業,規則整備あり

安全・安心と̂環境に
調和した農業の取組

自給飼料の生産 (飼料米含)、抗生剤等使用低減の取組
生産履歴記帳 (H15 年~) 、生産履歴に基づく販売 (H15 年~) 、
資源循環の取組 (地域・部門間連携 (3者以上))

3 特徴的な取り組み
(「) 県内で最初に肥育素牛の外部導入がない完全一貫経営に取り組むとともに、飼料作物の栽

培面積拡大や、自家配合、豆腐粕利用による生産コストの低減を実現している。
(2) 法人化に伴い、役割分担を明確にして部門別管理を行い、事故率の低減に努めるとともに、

臨時雇用を入れて労働力不足を解消し、省力化に取 rキーr、M・ ▲ .ゴー「コ

リ組んでいる。 i テ
斬E 藤刑,.喜は闇 窺比 L7B 。職。山 苔術ヱ什,十 ¥.r

′
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,
牽瞥 .』顕戦闘は馨′.きキー ;き

洲闇で鰯器星落箱荒*i雀去ふ稀たZ象車71 耀き憲二腹壁謡樹謡瀧琶メ キ
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4 耕種農家のニーズに合ゎせたブレンド堆肥を生産し盤醗馨憂欝霧謝辞艶書霊耀き三瀦
一
■
叶
十 -十 十
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級以上の上物率成績が 82% と高い。

て野菜農家に販売し、堆肥散布作業も行っている。
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運営要員会長賞
畜産部門 (トップファーマー)　
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法人名 (設立年)
ゆうけんかいしゃ つか うんせん むら

有限会社塚ちゃん雲仙たまご村 (平成7年)
だいひようとりしまりやく つかはら えし、しろう

(代表取締役 塚原栄志郎)

市町名 島原市

所属集団
島原市養鶏協会、島原第「養鶏組合

1 受賞理由の要約
(1) 生産性向上と6次産業化の展開により、高価格販売を実現している。直売店や、自動販売

機の設置など直接販売を行うほか、健康志向の消費者をターゲットとした広告による販路
拡大や、インターネット販売を 16 年継続して展開している。

(2) 県内でもいち早く、昭和 63 年から生産履歴に基づく販売を開始している。平成 21 年か
らエゴフィードの利用によるコスト低減に取り組んでいる。

(3) 農業分野における障害者の雇用も地域でいち早く実施し、農福連携に取り組んでいる。

2 経営の概要
‐▼ - ▼

主品目 (採卵鶏) その他 ( ) □ 計
作付面積(頭羽数) ‐ 2QOOO 羽 ・r,

‐
20,000 羽

単 収 ・
.
←- -.

ー

.
▼ -

販 ± ▲ 亘
冗 ‐ .- 里 ▲二 402t ▼

-
402t

労 ‐働 時 間
(うち雇用時間)

28,385 時間
(23,712 時間)

・▼

-

28,385B 寺間
(23,712B 寺間).

家族従事者数 3人 後継者の状況 :あり かつ 有限会社
家族経営協定の有無 就業規則整備あり

安全・安心と環境に
調和した農業の取組

エゴフィードの利活用 (米ぬか、豆腐粕、ビール粕、麺くず)ミリ .
抗生剤等使用低減取り組み、生産履歴記帳(S63年~)、生産履歴に基
づく販売(S63年~)、資源循環の取組 (堆肥供給)

報
謝

3 特徴的な取り組み

　　　　　　　　　　　　　
　
　 　　 　　

が向上している。

(2)インターネット販売を16年継続して行い≧幽 艶謎滋議欝閣議滋盤隆等臨 調
年間延べ約 15,000 件の販路を獲得して
いる。 卵の選別・包装作業

(3) 卵の自動販売機を設置するほか、直売店で卵、自家産卵のプリンや産卵を終えた鶏肉の焼
き鳥、鳥味噌などの加工品を販売するなど6次産業化を展開。直売およびインターネット
販売の割合が増加し、卵価低迷の影響を受けにくい経営体制を構築しており、採卵鶏経営
においては非常に高い約「2% の所得率を上げている。
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運営委員会長賞

農山村地域保全部門 (げんきビレッジ)
Err寿総 一

　 　 　　　　　　　　　 　 　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　
　　　　 　　　　　
r.,ーこむ三雲-;三宅
:--▼ふードイ;--〆
　　　　　　　　
　　　　　　　　　

‘L{ なにきゴー

代表著名

市 町 名

発足・設立年

島原市

平成27年

受賞理由の要約
(「) 多面的機能支払交付金組織の広域化を県下で初めて実現した。これまでの組織の事務等の

受け皿となり、制度存続の危機回避、組織の受け皿となることによる規模の拡大等、自治
体の枠を超えた制度の発展に貢献しており、県下の活動組織の模範となってし、る。

(2) 広域化した活動区域内の膨大な農業用施設の維持管理について、交付金の集落間の流用な
どによる計画的な補修等を実現している。

(3) 活動区域内における荒廃農地発生防止や施設の長寿命化・改修工事等による農業用施設の
整備率の向上にも貢献している。

2 組織の概要
構成員数
活動内容

3,47 「人
農業用施設の維持管理

3 活動の特徴
.腺 翻 耕 倣 応ぜ一鑑最愛謙滋養き導き導き編も,・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　 　 　　　 　　　　　　　　　　　　

　
　

1寸金を共有.調整することで・広域総
繭 轟

き耀 き翻 せ婦Si警賦爾

組織の事務負担が大幅に軽減された。

全体での交付金の有効活用ができてぃ鰯露極喜灘逸遊馨撞鰹醗漉凝議総務瀦選
る 。

ー

(3) 下部活動組織間での交流・情報共有等が活発になり、集落間の隔たりが取り除かれ、集
落の枠を超えた地域の一体感が生まれている。

(4) 用排水路や農道の舗装などを年度ごとに計画的に施工でき、定期的な機能診断により農
業用施設の適切な維持管理を行うことで、施設の長寿命化が図られている。

4 活動の成果
活動組織数
管理農業用施設

13 組織
農用地 908ha 、水路 2「3.4km 、震道 82.2km 、ため池 5 箇所

5 今後の展望
(1) 取組面積の拡大を図ることにより、利用可能な農地と多面的機能を維持し、地域農業の

発展につながると考えられる。
(2) 将来的には、島原市の全農地を広域協定運営委員会で取り組むことが望まれている。
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